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資料－２ 



１．検討会の目的 

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の一部を構成する横浜環状南線（釜利谷ＪＣＴ～戸塚Ｉ

Ｃ間、約８．９ｋｍ）は、住宅が密集する横浜市南部地域（一部は鎌倉市域）を通過するため、

全体の約７割が地下構造（トンネル又は掘割）で計画されている。 

そのため、トンネル工事の施工にあたっては、より安全で信頼性が高く、周辺地域に及ぼす

影響を最小化できる、最適なトンネル施工方法を採用する必要がある。 

近年、都市型トンネルの施工技術の進展は目覚しく、特に周辺地域に及ぼす影響を最小化で

きるシールド工法については、都市部の住宅密集地域におけるトンネル施工方法として期待で

きる技術の一つである。 

本検討会では、横浜環状南線のトンネル区間におけるシールド工法の適用可能性に関する技

術検討を実施するため、学識経験者及び専門技術者の指導・助言等を受けながら、最新の技術

的知見を踏まえた、シールド工法の施工性・安全性、周辺環境等への影響等の技術検討を行う

ほか、現計画中のトンネル施工方法との比較検討を行い、より安全で信頼性の高い、最適なト

ンネル施工方法の提案を行うものとする。 

 

２．業務内容 

本検討会では、以下の項目について審議及び検討を行うものとする。 
（１）シールド工法を採用した場合のトンネルの施工性・安全性、周辺環境等への影響等に関す

る技術検討及び評価に関すること。 
（２）最適なトンネル施工方法の提案に関すること。 
（３）その他必要な事項に関すること。 
 

３．検討会の運営 

本検討会は、東日本高速道路株式会社 関東支社 横浜工事事務所より委託を受けた、財団法

人 高速道路技術センターにおいて運営する。 

 

４．検討会の開催等 

（１）本検討会の設置期間は、平成２０年１０月３１日までとし、委員長及び委員は別紙のとお

りとする。なお、本検討会の開催時期については、下表を予定している。 

区 分 開催予定 開 催 地 検討内容 
 平成１９年１２月 神奈川県横浜市内 

検討会 平成２０年 春頃 神奈川県横浜市内 
 平成２０年 夏頃 神奈川県横浜市内 
 平成２０年 秋頃 神奈川県横浜市内 

・ トンネル構造等の検討 

・ 周辺環境への影響検討 

・ 施工計画検討 

・ 評価 等 

※検討会の結果は原則として公表

（２）本検討会において業務上必要と判断される場合は、外部専門家をオブザーバーとして参加

させることができるものとする。 

（３）本検討会の業務に関連して、新たな検討事項が発生した場合は、必要に応じて、他の委員

会その他において審議及び検討することができるものとする。 

以 上 
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